
（
停
船
命
令
）

（
停
船
命
令
）

第
八
条

漁
業
監
督
官
は
、
漁
業
法
第
百
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
又
は
質
問
を
す
る
た
め
必
要
が

あ
る
と
き
は
、
操
船
又
は
漁
ろ
う
を
指
揮
監
督
す
る
者
に
対
し
、
停
船
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条
の
三

漁
業
監
督
官
は
、
漁
業
法
第
七
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
又
は
質
問
を
す
る
た
め
必
要

が
あ
る
と
き
は
、
漁
業
に
従
事
す
る
船
舶
の
船
長
、船
長
の
職
務
を
行
う
者
又
は
操
業
を
指
揮
す
る
者
に
対
し
、

停
船
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
停
船
命
令
は
、
同
項
の
検
査
又
は
質
問
を
す
る
旨
を
告
げ
、
又
は
表
示
し
、
か
つ
、
国

際
海
事
機
関
が
採
択
し
た
国
際
信
号
書
に
規
定
す
る
次
に
掲
げ
る
信
号
そ
の
他
の
適
切
な
手
段
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。

２

前
項
の
停
船
命
令
は
、
同
項
の
検
査
又
は
質
問
を
す
る
旨
を
告
げ
又
は
表
示
し
、
か
つ
、
国
際
海
事
機
関
が

採
択
し
た
国
際
信
号
書
に
規
定
す
る
次
に
掲
げ
る
信
号
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

別
記
様
式
に
よ
る
信
号
旗
Ｌ
を
掲
げ
る
こ
と
。

一

別
記
様
式
に
よ
る
信
号
旗
Ｌ
を
掲
げ
る
。

二

サ
イ
レ
ン
、
汽
笛
そ
の
他
の
音
響
信
号
に
よ
り
Ｌ
の
信
号
（
短
音
一
回
、
長
音
一
回
、
短
音
二
回
）
を
約

七
秒
の
間
隔
を
置
い
て
連
続
し
て
行
う
こ
と
。

二

サ
イ
レ
ン
、
汽
笛
そ
の
他
の
音
響
信
号
に
よ
り
Ｌ
の
信
号
（
短
音
一
回
、
長
音
一
回
、
短
音
二
回
）
を
約

七
秒
の
間
隔
を
置
い
て
連
続
し
て
行
う
。

三

投
光
器
に
よ
り
Ｌ
の
信
号
（
短
光
一
回
、
長
光
一
回
、
短
光
二
回
）
を
約
七
秒
の
間
隔
を
置
い
て
連
続
し

て
行
う
こ
と
。

三

投
光
器
に
よ
り
Ｌ
の
信
号
（
短
光
一
回
、
長
光
一
回
、
短
光
二
回
）
を
約
七
秒
の
間
隔
を
置
い
て
連
続
し

て
行
う
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
罰
則
）

（
罰
則
）

第
九
条

第
二
条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
二
年
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
十
条

第
二
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
八
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
二
年
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
十
条

第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
、
第
四
条
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
の
規
定
に
違
反

し
て
採
捕
し
た
漁
獲
物
又
は
そ
の
製
品
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
販
売
し
、
又
は
所
持
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
十
一
条

第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
、
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
八
条
の
規

定
に
違
反
し
て
採
捕
し
た
漁
獲
物
又
は
そ
の
製
品
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
販
売
し
、
又
は
所
持
し
た
者
は
、
六

月
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
十
一
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は

人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
て
、
第
九
条
第
一
項
又
は
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る

ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
、
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

第
十
二
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は

人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
て
、
第
十
条
第
一
項
又
は
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る

の
外
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
、
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

別
表
（
第
三
条
関
係
）

別
表
（
第
三
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二

毎
年
二
月
一
日

か
ら
七
月
十
日
ま

で
及
び
八
月
二
十

日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
の
四
点
を
順
次
に
結
ん
だ
三
線
、
ニ
と
ホ
の
二
点
を
結
ん

だ
線
以
北
の
大
分
県
東
国
東
郡
姫
島
村
姫
島
（
以
下
「
姫
島
」
と
い
う
。）の
周
辺

最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
八
千
メ
ー
ト
ル
の
距
離
の
線
及
び
ホ
、
ヘ
、
ト
の
三
点

を
順
次
に
結
ん
だ
二
線
と
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域
（
イ
と
ロ
の
二
点
を

結
ん
だ
線
、
イ
の
点
か
ら
ト
の
点
に
至
る
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
千
五
百
メ
ー

ト
ル
の
距
離
の
線
、
ヘ
と
ト
の
二
点
を
結
ん
だ
線
及
び
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ

た
海
域
並
び
に
姫
島
の
周
辺
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離

の
線
と
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域
を
除
く
。）

二

毎
年
二
月
一
日

か
ら
七
月
十
日
ま

で
及
び
八
月
二
十

日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
の
四
点
を
順
次
に
結
ん
だ
三
線
、
ニ
と
ホ
の
二
点
を
結
ん

だ
線
以
北
の
大
分
県
東
国
東
郡
姫
島
村
姫
島
（
以
下
「
姫
島
」
と
い
う
。）の
周
辺

最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
八
千
メ
ー
ト
ル
の
距
離
の
線
及
び
ホ
、
ヘ
、
ト
の
三
点

を
順
次
に
結
ん
だ
二
線
と
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域
（
イ
と
ロ
の
二
点
を

結
ん
だ
線
、
イ
の
点
か
ら
ト
の
点
に
至
る
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
千
五
百
メ
ー

ト
ル
の
距
離
の
線
、
ヘ
と
ト
の
二
点
を
結
ん
だ
線
及
び
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ

た
海
域
並
び
に
姫
島
の
周
辺
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離

の
線
と
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域
を
除
く
。）

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

北
緯
三
十
三
度
四
十
八
分
二
十
一
秒
東
経
百
三
十
一
度
二
十
九
分
三
十
三

秒
の
点
（
周
防
灘
航
路
第
三
号
灯
浮
標
）

ハ

周
防
灘
航
路
第
三
号
灯
浮
標
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